づヒ满洲黑河違のクモに就いて 
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東な農業大學動赖學敎室 


滿洲國の蜘蛛類は近時菩が國の人々にがつて研究調幕せ■られて漸次明にホつ 
て來た蔡は喜しい次築である。昭和9年には岸 H 久亩巧，巧11年，12年な13年 
には齋藤ミ：&&巧に依つで，近 < は本誌上に關口晃一巧な八木’沼健夫巧に化つで 
發表かられた。筆奢はホに化滿黑河に勤務して居た時に採集を試みて镑た標本 
に基がいて善いて見度いと思ひまず0先づ黑河り氣象其の他に就いて申上げた 
い0 ：1ヒ滿斗專に黑がは又一を大黑河とも京はれ滿洲第2の嚴寒の地とされてねま 
す0筆者が在勤當時も最低溫度零下始度（棘巧）に達した事がありましたので 
も寒氣の程度も大體想像して頂けると思ひます。流れ豐な黑龍なも9巧下旬に 
は凍結し，俄氷は明けてぉ巧上おにならねばならぬ始ぶで-*年の約2/3は氷。 
中〇生活と云つたみをで從つて動物の種類も個體數も非常に僅少であります。 
然し五月ともなれば春の陽がしになり之の巧から愈動物の巧動が始まり9月半 
迄績けられる。即ハタリス及;!ヒ滿大モグラのを潑なるな動が認められると共に 
植物の方では鄕化伽〇巧闕きが始まります。を種の群落力;次々に唤き初めて壯 
觀を黒します〇即ちサクラサウ，タンポ、，野生〇アヤメ類.鈴蘭，巧を類を 
シヤクヤク等で，了巧斗:にはキキヨウの斗 E と共に秋に入ります。六巧下旬に至 
りますと I 巧はキ前2時近くには柬のをは白み，興の前に旣にヒバリが嗽り.日 
の暮れるのが午を9時宇頃でありまして10時頃までヒバリの轉りを义聞く事 
がある〇であります。冬は之に反する事は巧論であります0眞ぉ蜘蛛類の探集 
した 數も少いのでありますが其の巧旣知極のみを瞄舉且平易に蓮いて見たいと 
思ひます0 



Family Eresidae 
Genus Eresus AValckenaer 

1 .Eresus niger (Petagna) イハガネグモ〔第 1 園ん B 〕 

另。あ お I’esus cinnaberinixs Wakkenaer 
Ei'e&us 4-gutiatus Hahn 

ろ長は！. 2 mm 巧かにして頭蜘部は黑褐を腹部肾面は朱紅:を地に4個の黑 
斑點を有する鮮美な體の持まである（腹部背*面の黑斑點は歐狮產〇ものには6 
個のものがある ）0 

背巧は前廣がりり略四角形，前部2/3には特に隨起して其の後方は後緣に斜 
•面を作ってゐる〇中窩は後緣より3/3の所にをって凹性でをる。頸溝及なお條 
は認められる0眼は背巧わ前部1/3を占めてゐる〇配列は2^2の8贩即3 
列を作ってねる。第 I 列眼は前緣近くにを在して，中眼は中央に，側眼は遠く離 
れでゐる上に毛をなて被れでなるから發見し難い。各股の比は前•中眼：前側服： 
後や眼：後側眼 = 1.5： 1.5： 3:2,距離の比は前中鹏閒：前中™側眼間：後中贩閒： 
前中一後中眼閒：後側贩間= 3:20:7:30:が.薇は-前中眼の直徑に等しい。口 
部は黑褐なを呈してねる。上類は窥たにして外裸を具へ.ザ堤前端には强大な 
る1齒を具へてねる。下韻は平行，長は幅の2化長である。下寝は舌狀.長 > 
幅 (15： 11)〇胸板は長！:、形，長は幅の約2化にして第 II 基節間が嚴も廢い〇 
長ちをを面に具へてなる。步脚は類た黑褐をであるが第II 腿節.第 III と第 
IV ホ脚は朱をりをを W て被はれ紫！？陛節には揃が毛を有する。备谢節端に 
は3ぶを備へてゐる〇腹部は眞が幅に僅に慶る精圓形，背面は朱色の毛が密を 
して其の中に2對即4俯 ! の黑褐色斑點をみへてむる。腹面は黑褐をを呈する 0 
蛛巧3對と2分がられてむる錦がをなしてねる。 

採集地黑河の山地にがて巧德してねるが i 4頭をが集した（ I 义 1939) 
JPamily Theridiidae 
Genus Therldion W 化 Ickeiiaer 
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第 1 圖 A. Eresus 扣，•ダが び etagna) さ； B. 同觸肢 

C. Theridion impressum Li. Koch 9 の半濟 P う 

2. Theridion impressum L. Koch キタヒメグモ 〔第 1 攝 C) 

9 長は 4 一 5mm の小形の蜘蛛である。背巧は黃褐色地に正中線及側緣には 
太い黑條が縱をしてねる0零常にして中む性であるが中窩より後方は斜面をな 
してねる。中窩はぶ、形の凹性でをる。頸溝及破封條は明瞭でをる0额は前中腿 
の直徑の 3. 5 倍，贩は备た等大にしで，前腿列は强< 前曲 い \後股列は僅 
に後曲（一）してゐる。や贩域は殆ど正ち形を戍してねる。上韻は黃鴻をにし 
て尋常。下顯は暗黃獨を， 下臀 を圍ん - ごハ狀である 0 下昏は下顯と同色であつ 
て 略五角形， 下 額の 1/3 に 達してねる 0 胸板は S 角形にして側緣は黑條をな で 
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緣取られて ねる。 ホ脚は細く弱い。腹部は球形.前厨は淡黃鴻を地に大きい夫 
狀〇白斑紋な其の上に數對の:報をの厳長斑を具へてわるが後€> 3 — J 對が殆ど 
連綾して條斑をなしてねる。腹面の班側緣中央に备た1，蛛热〇前に大なる黑斑 
紋1を具へてゐる〇步脚の第4谢節下面には鑽齒を列がある0 
探集地黑河山地帶 （VII. 1938) 

み I 惟か Argiopidae 
Genus JiraneiLs Clerck 

3. Araneiis qitadratus Clerck アカホ ニグモ[第 2 圖 A) 

9 長は 18mm みかの黃褐色の大形種である。背甲は稍中む性の黃褐をお中 
線を暗を條がをり，中窩は凹性〇十字が，頸溝ぶ玻射條は巧かである。贩は前 
及を列とも强<前曲 い')， 贿側眼は側麥してたる。中贩域の前幅はを幅 . の2 



第 2 圖 A. Aranens quadratas Clerck 幸 

及 . Aramv£ angvlutus Clerek 9 ; C . 阔生殖巧 



いい 


俗長は瞻より大きい。上は黃裤を，顽たにしで前な後ザ塊に大3機あ小1馈 
を具へてゐる〇下顯は黒褐色の碼廣い葉狀にして前方に销いてねる。下皆は黑 
掘をの半圓形でをる。敵瓶は黑褐をの心脱裝は曠より大きい。步哪は穗朱， 
黃褐色地にホ褐なの輪絞を具へてたる。腹部は黃褐色の倒卵形，背面には特有 
の大小の黃を圓應を夕く具へ.側な後約面は稍赤味を帶びでねてをつ細條が夕 
數をつてゐる。生殖巧俗げ授い前垂體を具へてねる〇蛛がは黑褐をにして3對 
も閒巧を具へてなる0 
採集地黒河 ( VIII . 1938) 

ん Aranevs angulaius Clerck ^ カドホニグモ〔第2圖 B , C 〕 

罕長は 4 加！旭內かの割合*に大きな中形種で褐を乃至黃褐をを呈してねる0背巧 
は黃褐色地に化中線には暗絹を條撇走して亞側緣には短大な黑褐縱斑がある。 
を面にはもをを具へてねる0中寫は凹‘拴の溃長である。販は兩列とも前曲（八）， 
前中販は嚴大にして他は殆’ど等大中般域は逆梯形，前頓は長に等しい。前橋 
は後橋のしつ倍である。额はホ褐を，頑丈にして外驟は大 < 1八；をぶめてねる0 
前巧こ堤に 4 齒，後:牙-螺には 3 或は 4 蹄を具へてねる（左右におつて 1 頤〇增減 
を見る事がある）〇下頭は暗褐色，巧側は淡な，葉狀形にして略ず行.前緣は端 
: E である0下昏は黑むにして略あが]形，下頸の:!パに逮ずる〇前緣は淡色である0 
胸板は暗褐色ぶ、お.ぶ中線にはぶい黃色條斑が縱走してねる。歩脚は暗黃褐色 
に赤褐をの環絞を具へてゐる〇刺も强< 多い。腹部はノシ形の四巧巧ん1す面は 
黃 1頃を地に端色の葉狀斑を具へ觸肩部に鈍ぶな突趙をみへてねる。腹面正中 
線には太い黑條縱走してゐる〇其の前部には黃むの大な半圓狀斑と其の後方に 
小なる斑點をみへてねる。 

採集地黑河街巧 （ Vm . 1938) 

5. Aranevs dispUcatus ( Hentz ) ムツボシオニグモ〔第3圆 A 〕 

さ長は4 一 5 mm の小い蜘蛛である。背巧は淡黃褐を地に亞側緣には崎む條が 
縱走してねる。頭部は例に依つて前ホに突出してゐる〇爾側緣は動くタト曲（〇) 
してわる。頸溝は巧ど見かけ難い。放射傑は明に認められる。中竊は他〇もの 
と違つて十字がをなしてねる0服は2列，]:说 K 列は前曲（八），後服列は端廈で 
等大である。口部は晤黃裙をを呈してねる。上顯は弱く小い。前及をザ塊に3诞 
を具へてわる。下類は葉狀の端大.內側は平行である0下皆は S 角形にして下 
顚の1/3に蓮する。胸板は,じ、形である0觸肢〇滕節前緣には2,を終には I 本〇 
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長串!]をみへ，輕節は2义してねる。步脚は黃褐をを呈してねる0腹部は灰黄を 
で略惰圓おと云ふよりむしろ球形に近い0前緣には刺栗を疎生する0後半部に 
は3對の黑斑點をみへて ねる。 

探集地黑河山地帶 ( VI . 1940) 



第 3 圃 A. Arcofieas displiccdus (Heniz) $ の锅肢 

B. ぶ扣グ任 sanguin&a C. Ko 油？； C . 樹半靖巧 

Genus Sinqa C. Kocli 

6. Singa mngxtinea C. JCoch キタヒメォニグモ〔第な圖 B, C 〕 

9筆者の陳簾したのは學をと似もつかぬ黑化現象を呈してなる光澤ある美し 
い蜘蛛である。長は 4 mmo 背巧は赤褐色にして眼部は黑をを呈してなる0頭部 
は隆起して後ホに巧つて斜面をなしてゐる〇中窩は逆八狀をしてたる。頸溝な 
放が條は明である0上頸は淡赤鴻色.前及'をず堤には各3齒を具へでねる〇下 
顯は暗赤褐を，葉狀にして平行してねる。下霞は暗赤褐色.五角形にしで下頸 
の1/2に達してなる。胸板は暗赤褐色， S 角形で僅に中凸してねる。腹部は惰 
圓おでを體は黑一をであるが鶴大して見ると灰白色の細い短條及»斑を不規則 
に疎をしてゐる。腹側面には多<の褐變を作つてねる0生殖巧は大形の山字狀 
を形造て杞る。蛛がは腹面後緣の1/4の所になおしてゐる〇 
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採集地黑河街 (VIIL 19%) 

Family Ageleiiidae 
Ueuus TegeiiaHa し atr か Ik 

7. Tegenaria domediea (Clerck) イエ オ ニグモ「第 *^ 圖〕 

ろ長はん5 mm , 體の割合に波脚の細長い獅蛛である。背巧は黃褐をの中凸 
性にして眼部は前換中央に在つて頭部辭の]/2を占めてねる。前服列は殆ど端 
直.後販列は後曲（一）や贩域の長>幅，雨側脱>後中眼>前中贩である〇頸 
溝及放が條は明かでをる。额はが中眼の2倍に等しい。口部は赤鴻もを呈する0 
上帮は前ホ堤に2賴な叢毛をみへ後牙こ堤には4齒を具へてゐる。下颖は平行， 
長は幅0 2倍に等しい。下餐はをがにして下類の1/2に達ずる0胸板は暗黃鴻 
のと、形，長>幅.後緣は第 IV 基節閒に半ば挿入してゐる。歩脚は赤褐色にし 
て蜡節より末端部は淡をにして多 < の刺を具へてねる。觸肢のか側面に大小2 



I i 

第 4 詞 A. Tegenaria domesUca (Clerck) S ; B 同觸肢 



個の突越を具へてねる D 聰部は卯形.淡視な地に暗をの渺厌斑を具へてゐる。 
蛛化は3對後呢は2節より成り•段い。 

採集地黑河山地帶 ( VI . 1940) 

Family Thomisidae 

Genus Philodromus Walckenaer 

8. Philodromus fusco-rnarginaius Degeer トビイ。ェビグモ〔第，弓廟 A , B ) 

ろ長は 5.5Tmii , ェビグ モとしては肆常の大さである。 管 巧は黑褐色扇ず の 半 
臨!形で邮は健に長に優つてねる。頸溝な故射條は明かである 0 や 窩は雜 r 打が 
脚の線に縱走してねる〇兩服列は共に前曲前贩列は转に强い0後側眼は後 
中眼の2値にしで前列版の何れよりも大である0 口部は黒 IS 色.上 f 目は短かで 
ある。 下 顯は下皆を團んでハ狀でをる〇 下嘗 はを狀で下顯の2/3 に 達してねる0 
胸)板は淡黃褐をの,じ、形，長=幅であつて第 IV 基節間に半挿入してねる〇其基節 
閒は糜く離れてねる。步脚は横巧性.淡黃褐色地に黑褐斑紋を具へ剌も 
をしてねる。觸肢の腰節の外側には大なる1突起と之に附隨する1突起を具へ 
てゐる。腹部は略五角形にも見える。背面は黑褐を地に中央に灰白色の大な V 
热紋を有してねる。兩側面は精襲を作つてねる0腺面前部は灰色，後半部は狀 
褐色地に亞側緣を縱走する條巧及中央には筋點列を含む五角形斑紋をお成して 
ねる〇 

採集地黑河姐地 （ VI . 1940) 
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9* Philodromns rufu& Walckeoaer キタエビグモ〔第5騎 C ) 

军長は 4.5 班 TO, 背巧はが色地に褐按玫が條は中窩を中心としてをつてねる。 
贩は筹大にしてが)'账列は强く後贩列は僅に前曲 （-) してねる。額は前や販〇 
直徑り狗4倍である。上頭は黃褐をで大きく ない。 下類はハ脱長は福の2倍 
である0下昏は稍暗をを呈するま•狀をしてねる0胸板は灰おじむ,じ、形で後端は 
鈍圆にして第!\'基節の糊に半ば挿入してねる〇步脚な黃褐を地に小褐色斑點を 
散ホしてゐる腹部は略丑角形，背面は巧白色に明に筋點及を総近くに1對の 
鴻色斑紋を具へてねる0腹面にじか坎を多く散在してゐる〇蛛热は黃祗をを基 
してねる0ホ帝巧は S の如くである0 
踩集地黑が姐地帶 ( VL 玉則が 

Family Salticidae 
い e む us Jotus L. Koch 

10. Jotus ahiormis Bosenberg et Strand チヤイロアサヒハ〜トリグモ 

〔第6圖 B〕 

9 長は加 fim の割合に小形のハへトリグをである。背甲は前狹後糜の長方形 
にして中窩より後ホは斜面を作つてゐる〇眼域は一見黑色の馬擁形を作つてね 
る。第2列 K は第一，眼列の中央より儘に前に存在しでねる。鱗をは細形で 
あつて眼域巧のものは白 <，他む部分のは黑色である 0 上頸は前ザ堤に3齒， 
後ザ堤に！齒を U •へてねる。下顯は前廣にして下嘗を圍んで煎ホに相寄つてな 
る。下辱は舌が下顯の）/に達してねる。胸板は授'じ、形，繁3基鞠贼力;最も 
廣い〇ホ脚は琐尖ではない0を節下廚〇刺は：離節112^2, 11I2--1. 

: [V2 — 1;K 節 —— ■, 112 — i 一 2, 1112, IV 2. 腹部は倒卵形にして中央に 
最大幅がある。が黃色地に前部に1對の黑斑紋が縦に走り，後半部には矢當狀 
を作る 4 對の黑独ぶがある 0 腹面ぶ中緣には虛點條斑が縱违してたる 0 
採集地黑河山地帶 (V L1940) 

Family レ iubiomdae 
Gemis Clttmona Ijatreille 

11. Cluhiona subiuterjecfa Strand ブシフク ログモ〔第 6 圖 A〕 

9 長は 6. 5 T 川I:の中形種でをる。背巧は赤褐色の前狹後廢り略4角形にして 
全面に白をを密生してなる。前跟列は端直，後眼列は僅に後曲（-〇,頸溝は稱 
不明騰故が條はがにがしてねる。中窩は第 j 步脚〇線にあつて躁をしてねる。 
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上頭は暗赤褐色にして細く，前ホ堤に微小齒3大齒1，後す堤には微小拽1大 
趙2を具へでね る。 下颖は黃褐をにして僅に前庚の長方形.平巧してねる〇下 
答は暗ホ褐包前狹の略4角形.前緣は截形，下飄の1/2に達してねる0胸扳 
は暗赤褐色にして長'じ、形である。步脾は稍細長にして夕くの剌を具へ锁節端 
には2爪と 總 毛を具へてむる。各節の下面の剌は：髓； 節 I及: II 2, III な IV 2 
一 2. B 錦ち f 及 II 2—2, III— IV 2^2,腹部は卯形にして長は*—ちの約2俗黃搞 
を地に正中線に踢色條力;縱をしてむる 0 を面に淡黄褐色毛を密生 してねる 〇 
和ををブシフク。グモとおがけたのは1907年に含れ and 巧にがつて黑河の對 
岸ブラゴェチェンスク市より記錄せられをなをがてである（ブシは武市とも書 
き义現地では略稱として呼んでゐる ）0 筆者は黑龍幻:岸に自生してゐる葦に似 
た植物の葉を卷いて其〇中に截良してねるもの夕數を巧集しを0槪ね禾木科植 
物の葉を卷いて其の中に化んでねる。 




A. (JLuinona stcbinterjecia Strand 空 
B. Jotu < abnoi'mis Bosenberg et Strand の生殖門 

Calliplepis noctuma [Linnaeus) 军； D. 同上顯； E. $ の觸肢 


C. 
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Family Drassidae 
Genus Ccdlipl 巧ん AVesfcing 

12. CalUplepis nociurna ( Limiaeus ) キバイタチグモ〔第 6 圖 C , む E 〕 

$長は4 一 5 mm の眞黑な蜘蛛であつて山地の道路上をよく巧德してねるの 
を見掛けた。背甲は黑揭をの略 S 巧おをして僅に中凸してゐる。頸溝ぶ放お條 
は明になしてねる。中窩は第3基節の線を縱をしてゐる。眼は兩列とも睹ど端 
直前中眼は嚴ルであつて其中贩閒は其の直徑 0 1.5 化離れでねる。側眼も中 
眼は接近してねる。後中贩は3巧形であつて其〇直徑の2/3だけ離れてねる。 
後側贩>後中眼>前側眼>前中 M おである。额は前側般の直徑の3化である。上 
顯は暗黃褐色，後ホ堤端にはち大な大齒1及他に小齒2 を具へてねる 0 下韻は 
暗褐もにしで下誓を園みハ狀，略3巧形にして基部は隆起しでねる 0 下淳は暗 
褐池短舌狀である。胸板は黑をのと、形，や凸してねる〇腹面は黑褐をの五角 
形，お面には3對の筋點攻3對の白斑紋（白毛を密生ずる）を有する。腹面は 
書邮上のみ黃褐色，他は背面をでをる。後姥の太は前就の2/る中がのは前姥の1/屋 
に等しい。前巧は特に廣く離れてねる0 
採集 地 黑が山地にがて9巧の頃多く見受けられる。 
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フィリッピン，ジャバ 

及ボルネオ產のトダグモ數種に就いて 


仲 を 緋 ホ 

東京農業大學動物舉敎室 


吾國に敵對がる南方共榮®巧の諸闽も吾力:•を、異無比なる皇軍の蕉戰にがつて 
降服し今や南方諸國は更生〇第一歩を踏み巧した事は誠に慶贊に堪へません。 
是等の占領せられた南方諸國の蜘蛛も吾々に取つては珍稀なもの力 S 非常に夕い 
ので あるが其の巧筆者の手 X にあるフイリツピン諸島，ジャバ及 ボル ネホ產 
のトゲグモ數種を紹介して巧な■諸をの御參考に供し度い 0 是等の援本は裳を : t 
日月石哲 S 蓋•伯の採集品にして第:京農業大擧標本室の巧藏のものである0內一種 
ボル ネホナガトダグモは慈惠會臀科大擧講師羽娘田彌太巧（昭和 巧 年）が踩 
集せられしものを理擧±高島春椎巧より惠贈せられしものである0なに前記採 
集に從事かられをる巧お替 S 氏と刺粮巧彌太巧並に高島春錐巧に厚く御 禮申上 
る次第でをる0 

記載は種名を判おし得る程度に簡單に主として腹稠〇印刻に就て槪ね岸西义 
ま巧の印刻記槪法 (Acta Arachnologica Vol . 11, No . 4, p . 139. 1936) に巧 
て記載ずる事とした0 

Family Argiopidae 
Genus Taiaeantlia Simoa 




